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１ 共同研究講座の目的 

眼疾患のアンメットニーズを克服する新規治療薬の開発 

眼科領域におけるアンメットニーズとして、マイボーム腺機能不全の本質的な改善

薬、緑内障視神経障害の阻止薬、小児の近視進行の抑制薬、眼精疲労の治療薬などの

開発が待たれている。本共同研究では、これらについての研究開発を行う。候補とな

る薬剤およびデバイスの目途は立っている。 

 

２ 報告年度に係る取組状況 

眼精疲労に対する新規薬剤を開発する目的として、低濃度サイプレジン点眼液を候補

薬として検討した。まず、この点眼薬の長期安定性試験を行い、いくつかの基剤を比

較し、臨床試験に堪えうる安定性を示す点眼薬を決定した。次に、本点眼薬を用いて

健常者への点眼試験を行い、安全性試験をおこなった。そして、これらのデータを基

として、特定臨床研究に供する臨床試験申請書を作成した。本試験は、およそ１年間

をかけて今後実施する予定である。 

マイボーム腺機能不全治療薬の開発については、AMEDのCiCle事業とも絡んで、マイボ

ーム腺機能不全（MGD）に関わる臨床所見、自覚症状のデータを取得し解析した。さら

に、マイボーム腺分泌脂を用いてステロイド代謝物の検出、脂質分析、マイクロバイ

オーム解析をおこなった。これらの結果より、MGDと健常者の加齢性変化の違いを捉え

ることが出来るようになってきた。 

 

３ 報告年度における著書、論文、学会発表、講演、研究助成等の実績 
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